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（５） 間食として甘味食品・飲料を頻回飲食する習慣のある乳児の減少 

分野 ６．歯の健康 

目標 ６.３ 間食として甘味食品・飲料を頻回飲食する習慣のある幼児の減少 

指標の目安 習慣のある幼児の割合（１歳６ヶ月児） 

データ対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 ベースライン値 
中間実績値 

目標値 a）全国平均 
２９.９％ 

（参考値）  
２２.６％ １５．０％以上 

ベースライン調査 中間実績値調査 
調査・研究名 

Ｈ３年久保田らによる調査 Ｈ１６年国民健康・栄養調査 

実施主体 久保田節子ら 厚生労働省（生活習慣病対策室） 

調査対象 １歳５ヶ月～１歳７ヶ月児 １歳～５歳 

目標設定 

の詳細 

１、国全体を対象とした調査がなされていなかったため、当初、ベースライン値を参

考値として示した。今回、国民の現状を明らかにした国民健康・栄養調査結果

を踏まえ、目標値を設定した。 

 

２、目標値・データ対象年齢等の根拠：中間実績値の約２／３の数値である１５．

０％を目標値とした。これは、目標値を設定している地域の数値ともおおよそ合

致しており、実現可能であると考えられる。また、対象年齢は生活習慣が形成

される幼児期とした。 

   

 


